
令和６年度 第２回西区まちづくり懇話会・エリア別ワークショップ（要旨） 

 

１ 開催日時等 

＜日時＞ 令和６年（２０２４年）１０月１４日（月・祝）１３時３０分～１５時３０分 

＜場所＞ 熊本市立千原台高校 ビジュアルルーム 

＜形式＞ ５エリア別のワークショップ 

＜進行＞ 高智穂さくら氏（ファシリテーター） 

 

2 ワークショップ関係 

＜テーマ＞ 住みやすいまちの秘密 

＜班員構成＞ 

（１班）金峰山系エリア（河内校区、芳野校区） 

懇話会委員１名、河内・芳野校区団体長等４名、西高・千原台高校２名、 

河内・芳野中４名、地域おこし協力隊２名  計１３名 

 

（２班）有明海沿岸エリア（小島校区、中島校区、松尾地区（東・西・北）） 

懇話会委員１名 小島・中島校区、松尾東地区団体長等５名 

西高・千原台高校３名、城西中２名      計１１名 

 

（３班）上熊本周辺エリア（花園校区、池田校区、城西校区） 

懇話会委員１名、花園・池田・城西校区団体長等６名 

西高・千原台高校２名、井芹・西山中４名   計１３名 

 

（４班）熊本駅周辺エリア（春日校区、古町校区、白坪校区） 

懇話会委員４名、白坪校区団体長等１名 

西高・千原台高校３名、花陵中３名       計１１名 

 

（５班）西部エリア（池上校区、高橋校区、城山校区） 

懇話会委員２名、池上・高橋校区団体長等４名、 

西高・千原台高校３名、三和中２名       計１１名 

 

  ＜タイムスケジュール＞ 

13：30～ 開会・区長挨拶 

13：35～ ワークショップについて説明 

13：40～ 自己紹介  

ワークショップ開始 ～ 各班まとめ 

14：50～ 各班発表  

15：00～ 休憩（魅力あるエリアに投票） 

15：15～ 講評：川副会長  

 



3.議事録 

＜グループワーク＞ 

「自治会が何しているか知っている？」 

・中学生・高校生が知っている意見の書き出し（伝わっていること） 

・地域の方からの補足（伝えたいこと） 

 

 

「チラシ作り」 

・自治会活動を知ってもらえるチラシを作ってもらいたい！ 

 

 



◆各エリア（班）の発表内容 

＜金峰山系エリア＞ 

「河内・芳野の魅力」 

 河内・芳野は他の地域より自然が多く、地域活動も活発なので、その魅力が伝わって、河内・芳野

に来てくれる人が増えてくれるように、内容も簡潔にまとめ、資料も使って、見やすいにチラシになる

よう工夫した。 

 

 

＜有明海沿岸エリア＞ 

「スタッフ大募集!!」 

エリアの特徴を話し合うなかで、イベントがたくさんあることが分かったので、それを強調するチラ

シを作った。特に若者に刺さるイベント、有明海沿岸エリアだけで開催している婚活イベントやお

祭、スポーツ大会など中心に、子ども食堂や清掃活動などの子ども達と一緒にできるイベントを載

せた。 

 

 

＜上熊本周辺エリア＞ 

「子供の力を自治会に」 

 このエリアでは、最近マンション等が増えることで住民間の交流が少なくなっていて、回覧板が

回らないなどの問題が出てきている。地域の人達にチラシを見てもらうことで、地域の今の状況と、

してほしいことを知ってほしい。 

 

 

＜熊本駅周辺エリア＞ 

「熊本駅周辺 花灯り」 

若い人達に集まってもらうため、自治会活動で行っている「花灯り」という花火のイベントのチラシ

を作った。イベントに来てもらい、チラシを見てもらうことで自治会の活動が知ってもらえるよう、イ

ンパクトのある鮮やかないろどりのチラシにした。 

 

 

＜西部エリア＞ 

「私達のまちの秘密」 

自治会がどんな活動をしているか知らない人、若者や町民に向けてチラシを作りました。自治会の

活動をたくさん載せることで、自治会の人がどれだけ色々なことをしてくれているというのを知って

もらい、参加してもらいたい。 

 

 

 

 

 



◆各エリア（班）の発表の様子 

 

 

 

＜講 評＞ 

（川副会長） 

今日は中学生・高校生がたくさん参加されていて、それを周囲の方々がサポートするという形が

うまくできていたと思う。 

自治会というような課題に関して、今後どうしていくか、なり手がいない、特にこどもが少なく大人

が多いというのは、多分、今まで経験したことがない状態ではないかと思うが、このような様々な課

題を抱えている中、どうやって進めていくかという１つのヒントになるようなことも出たのではないの

かと感じた。 

高校には探究活動というものがあるが、その中で、社会課題として取り上げるのもいいのではな

いか。 

このような課題は、誰かが解決してくれるのではなく、自分がやるぞというような人が解決してい

く。誰か偉い人や優秀な人がやるわけではないということがあるので、その辺も考えて進めてもら

えるといいかと思う。 

今日のワークは非常にうまく機能していたと思うが、短い時間でチラシも作ってと、ゆとりがない

雰囲気の中で進んでいたように思うので、この後ゆっくり反省をしながら、次に活かしてもらえれば

と思う。 

 

＜閉 会＞ 


